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今
年
は
２
月
２

日
が
節
分
だ
っ

た
。
１
年
は
３
６

５
日
と
６
時
間
弱

で
あ
る
た
め
、
４

年
に
一
度
の
閏

（
う
る
う
）
年
で
調
整
す
る

こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
そ

れ
だ
と
補
正
し
過
ぎ
に
な
る

た
め
、
季
節
が
変
動
す
る
こ

と
に
な
る
。
今
年
は
立
春
が

１
日
早
ま
っ
た
こ
と
で
、
１

９
８
７
年
以
来
１
２
４
年
ぶ

り
に
２
日
が
節
分
に
な
っ
た

▼
暦
だ
け
で
な
く
、
今
年
の

節
分
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
例
年
と

は
様
変
わ
り
し
た
。
緊
急
事

態
宣
言
下
の
千
葉
・
成
田
山

新
勝
寺
は
大
相
撲
力
士
や
大

河
ド
ラ
マ
出
演
者
が
参
加
す

る
豆
ま
き
が
有
名
だ
が
、
今

年
は
そ
れ
ら
有
名
人
の
参
加

は
な
く
年
男
・
年
女
に
よ
る

豆
ま
き
が
行
わ
れ
、
豆
拾
い

や
福
豆
の
配
布
も
中
止
さ
れ

た
。
同
じ
く
、
京
都
・
中
京

区
の
壬
生
寺
の
節
分
会
（
せ

つ
ぶ
ん
え
）
も
、
厄
除
け
鬼

払
い
の
壬
生
狂
言
「
節
分
」

の
上
演
は
な
か
っ
た
。
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
い

な
い
地
域
で
も
、
岩
手
・
平

泉
町
の
世
界
遺
産
・
中
尊
寺

や
島
根
・
出
雲
市
の
須
佐
神

社
な
ど
も
恒
例
の
豆
ま
き
を

中
止
し
、
全
国
的
に
寺
社
で

の
節
分
の
催
し
は
縮
小
さ
れ

た
▼
節
分
と
は
文
字
通
り
季

節
を
分
け
る
日
の
こ
と
で
、

二
十
四
節
季
で
季
節
が
始
ま

る
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立

冬
の
前
日
を
指
し
て
い
た
。

そ
れ
が
江
戸
時
代
以
降
に
な

る
と
新
年
の
始
ま
り
と
さ
れ

た
立
春
の
前
日
だ
け
を
指
す

よ
う
に
な
り
、
大
晦
日
に
あ

た
る
節
分
に
鬼
を
払
い
新
年

に
幸
運
を
呼
び
込
む
行
事
が

広
ま
っ
た
▼
節
分
当
日
の
２

日
に
、
10
都
府
県
の
緊
急
事

態
宣
言
を
延
長
す
る
発
表
が

あ
っ
た
。
新
規
感
染
者
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
菅
首
相

の
会
見
で
は
今
月
下
旬
か
ら

医
療
従
事
者
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
開
始
す
る
計
画
も
示
さ

れ
た
。
節
分
に
多
く
の
人
が

願
っ
た
鬼
退
治
（
疫
病
退

散
）
が
か
な
い
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
早
期
に
収
束

す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

「
節
分
や
鬼
も
く
す
し
も
草

の
戸
に
」（
高
浜
虚
子
）
。
　

主な記事

◆児童啓蒙活動が評価
　札幌アポロは１月27日、
札幌市から防災表彰され
た。児童向け防災プログラ
ム「イザ！カエルキャラバ
ン」への取り組みが評価さ
れた。民間企業が受賞する
のは初めて。　　　　３面
◆防災啓発番組を放送
　兵庫県ＬＰガス協会は１
月15 ～ 17日、兵庫県地域
ラジオネットワーク連絡会
に加盟するラジオ関西と県
内コミュニティーラジオ全
11局で、ＬＰガスを紹介す
る番組を放送した。　５面
◆豪雨被害の1792戸未復旧
　熊本県ＬＰガス協会は、
昨年７月の豪雨被害につい
て昨年末時点の状況をまと
めた。記録的な豪雨で県南
地域を中心に大きな被害が
出ていた。　　　　　６面
◆特集／ＩｏＴ－Ｒの利点
　検針から回収までの業務
に10年間でかける費用の抑
制に、東洋計器のＬＰＷＡ
対応送信機「ＩｏＴ－Ｒ」
は力を発揮する。顧客１万
件を持つＬＰガス事業者
が、全戸導入で４億6800万
円のコストメリットを生む
と試算される。　　　８面

サウジＣＰ推移
（単位 ：㌦／㌧）

2019年 2020年 2021年
プロパン ブタン プロパン ブタン プロパン ブタン

１月 430 420 565 590 550 530
２月 440 470 505 545 605 585
３月 490 520 430 480
４月 515 535 230 240
５月 525 530 340 340
６月 430 415 350 330
７月 375 355 360 340
８月 370 360 365 345
９月 350 360 365 355
10月 420 435 375 380
11月 430 445 430 440
12月 440 455 450 460

平均 434.58 441.67 397.08 403.75 577.50 557.50

前年比 -107.50 -97.50 -37.50 -37.92 － －

ア
ス
ト
モ
ス

代
取
副
社
長
に

矢
木
常
務
が
昇
格

　
ア
ス
ト
モ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
１
日
、
３
月
31
日
の
株
主

総
会
・
取
締
役
会
で
矢
木
勉

常
務
国
内
事
業
本
部
長
を
代

表
取
締
役
副
社
長
へ
就
任
さ

せ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
荒
木
誠
也
代
表
取
締
役

会
長
は
退
任
す
る
。

　
矢
木
勉
（
や
ぎ
・
つ
と

む
）
氏
　
１
９
８
４
年
４
月

出
光
興
産
入
社
、
２
０
０
２

年
７
月
出
光
ガ
ス
ア
ン
ド
ラ

イ
フ
北
海
道
支
店
長
、
06
年

４
月
ア
ス
ト
モ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
北
海
道
支
店
長
、
07
年
10

月
供
給
本
部
需
給
部
長
、
12

年
10
月
供
給
本
部
本
部
長
補

佐
兼
需
給
部
長
、
13
年
７
月

供
給
本
部
本
部
長
補
佐
、
14

年
１
月
国
際
事
業
本
部
本
部

長
補
佐
、
同
年
４
月
執
行
役

員
国
際
事
業
本
部
本
部
長
補

佐
、
15
年
４
月
執
行
役
員
国

際
事
業
本
部
副
本
部
長
、
17

年
４
月
執
行
役
員
西
日
本
統

括
支
店
長
、
同
年
10
月
取
締

役
西
日
本
統
括
支
店
長
、
18

年
１
月
取
締
役
国
内
事
業
本

部
副
本
部
長
、
19
年
３
月
常

務
国
内
事
業
本
部
長
。
60
年

６
月
18
日
生
ま
れ
、
60
歳
。

大
阪
外
国
語
大
学
中
国
語
学

部(

現
大
阪
大
学
外
国
語
学

部)

卒
業
。

理 

研 

計 

器

新
社
長
に
小
谷
野
氏

　
理
研
計
器
（
本
社
・
東

京
）
は
１
月
14
日
に
開
い
た

取
締
役
会
で
、
小
谷
野
純
一

取
締
役
専
務
執
行
役
員
管
理

本
部
長
兼
経
営
企
画
室
長
の

社
長
昇
格
を
決
め
た
。
小
林

社
長
は
代
表
取
締
役
会
長
に

就
任
す
る
。
就
任
は
４
月
１

日
付
。
新
た
な
経
営
体
制
の

も
と
、
グ
ル
ー
プ
の
さ
ら
な

る
成
長
を
図
る
も
の
。

　
小
谷
野
純
一
（
こ
や
の
・

じ
ゅ
ん
い
ち
）
氏
　
１
９
８

１
年
４
月
理
研
計
器
入
社
、

２
０
０
７
年
３
月
技
術
開
発

本
部
技
術
部
長
、
同
年
６
月

執
行
役
員
、
09
年
６
月
取
締

役
、
同
年
７
月
取
締
役
執
行

役
員
技
術
開
発
本
部
副
本
部

長
、
12
年
１
月
同
生
産
本
部

副
本
部
長
、
14
年
４
月
同
開

発
・
生
産
本
部
長
、
同
年
６

月
取
締
役
常
務
執
行
役
員
、

15
年
３
月
理
研
計
器
奈
良
製

作
所
社
長
、
17
年
１
月
取
締

役
常
務
執
行
役
員
技
術
開
発

本
部
長
、
同
年
６
月
同
専
務

執
行
役
員
、
18
年
10
月
同
兼

総
務
部
長
兼
経
営
企
画
室

長
、
20
年
４
月
取
締
役
専
務

執
行
役
員
管
理
本
部
長
兼
経

営
企
画
室
長
。
58
年
４
月
生

ま
れ
、
62
歳
。
日
本
大
学
生

産
工
学
部
卒
。
東
京
出
身
。

　
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ム
コ
が
１
月

31
日
発
表
し
た
２
月
積
み
Ｃ

Ｐ
は
ト
ン
当
た
り
前
月
比
で

55
㌦
高
と
な
り
、
プ
ロ
パ
ン

が
６
０
５
㌦
、
ブ
タ
ン
が
５

８
５
㌦
に
値
上
が
り
し
た
。

サ
ウ
ジ
減
産
影
響 

足
元
は
先
安
傾
向

Ｐ
55
㌦
高
の
605
㌦
に

２月ＣＰ

プ
ロ
パ
ン
の
６
０
０
㌦
台
は

２
０
１
８
年
10
月
（
６
５
５

㌦
）
以
来
。

　
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
２
～

３
月
日
量
１
０
０
万

の
自

主
的
な
原
油
減
産
を
表
明

し
、
相
場
の
引
き
上
げ
要
因

に
な
っ
て
い
る
。
随
伴
ガ
ス

の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
生
産
が
減
り
、

２
月
中
の
船
積
み
の
キ
ャ
ン

セ
ル
や
延
期
も
あ
る
が
、

「
中
東
全
体
の
供
給
タ
イ
ト

感
は
な
い
」
と
の
見
方
も
あ

る
。
米
国
産
は
、
パ
ナ
マ
運

河
の
混
雑
の
影
響
が
残
っ
て

い
る
ほ
か
、
米
国
産
の
裁
定

取
引
の
利
幅
が
小
さ
く
な
り

２
月
積
み
が
キ
ャ
ン
セ
ル
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
で
、
ア
ジ

ア
向
け
カ
ー
ゴ
は
混
雑
以
前

に
比
べ
て
少
な
い
よ
う
だ
。

イ
ン
ド
や
中
国
な
ど
ア
ジ
ア

の
主
要
消
費
国
の
需
要
回
復

は
見
ら
れ
ず
、
市
場
は
閑
散

と
し
て
い
る
。

　
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ム
コ
が
タ
ー

ム
契
約
者
に
２
月
Ｃ
Ｐ
に
つ

い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
結
果

は
、
プ
ロ
パ
ン
が
５
８
０
～

６
２
０
㌦
、
ブ
タ
ン
が
５
４

０
～
６
０
０
㌦
で
、
契
約
者

の
想
定
内
に
納
ま
っ
た
。
減

産
期
間
は
３
月
ま
で
続
く

が
、
暖
房
需
要
期
の
終
わ
り

に
向
け
先
安
の
傾
向
だ
。
Ｃ

Ｐ
ス
ワ
ッ
プ
２
月
限
は
２
月

Ｃ
Ｐ
発
表
前
の
１
月
29
日
プ

ロ
パ
ン
５
９
０
㌦
だ
っ
た
の

が
、
２
月
１
日
の
３
月
限
は

５
６
０
㌦
と
な
っ
た
。

　
政
府
は
２
０
５
０
年
の
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ

Ｏ

排
出
実
質
ゼ
ロ
）
の
実

現
に
向
け
た
技
術
の
開
発
・

社
会
実
装
に
対
し
２
兆
円
の

基
金
を
創
設
す
る
。
一
般
的

な
補
助
制
度
に
比
べ
て
補
助

率
も
高
く
な

る
見
通
し
だ

が
、
法
人
格

を
持
っ
た
機

関
が
研
究
開

発
し
た
技
術

で
事
業
化
す
る
ま
で
の
確
約

や
進
捗
に
よ
っ
て
は
最
悪
返

還
を
求
め
る
こ
と
を
検
討
す

る
な
ど
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

　
一
方
で
、
国
の
計
画
で
あ

る
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
に
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
分
野
に

も
、
高
効
率
利
用
を
前
提
と

し
た
ガ
ス
体
な
ど
化
石
燃
料

の
記
述
は
な
く
、
基
金
活
用

に
名
乗
り
を
上
げ
な
い
と
、

国
の
計
画
に
食
い
込
め
な
い

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
向
け
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
は
、

バ
イ
オ
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
や
合
成
ガ

ス
の
プ
ロ
パ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
開
発
、
実
用
化
を
想
定

し
て
い
る
が
、
予
算
を
投
じ

た
本
格
的
な
実
証
段
階
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
昨
年
10
月

の
菅
義
偉
首
相
の
50
年
Ｃ
Ｏ


ゼ
ロ
社
会
宣
言
を
受
け

て
、
現
行
の
関
係
す
る
技
術

開
発
動
向
を
整
理
し
て
い
る

段
階
だ
。

　
国
は
昨
年
末
に
は
グ
リ
ー

ン
成
長
戦
略
を
策
定
し
分
野

毎
の
実
行
計
画
を
立
て
て
お

り
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業

技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ
）
を
通
じ
て
４
月
か
ら

同
基
金
の
公
募
を
始
め
る
予

定
で
調
整
を
進
め
て
い
る
。

水
素
や
再
生
エ
ネ
な
ど
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
前
提

に
準
備
を
進
め
て
き
た
産
業

と
違
い
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
性
急

な
判
断
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
業
界
団
体
で
の
応
募
も
想

定
さ
れ
る
が
法
人
格
が
必
要

で
、「
グ
リ
ー
ン
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

生
産
技
術
開
発
に
向
け
た
研

究
会
」
の
事
務
局
を
担
う
日

本
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
（
荒
木

誠
也
会
長
）

に
は
法
人
格

が
無
く
、
事

業
化
ま
で
の

確
約
と
い
う
点
も
難
し
い
。

　
日
協
会
員
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
元

売
会
社
な
ど
が
検
討
を
進
め

て
い
る
が
、
研
究
開
発
は
業

界
で
行
う
も
、
事
業
化
と
い

う
点
で
各
社
の
考
え
を
と
り

ま
と
め
る
の
が
難
し
い
と
い

う
課
題
も
あ
る
。

予
算
２
兆
円 

成
果
次
第
で
返
却
も

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
使
え
る
の
か

グリーンイノ
ベーション基金

　
電
力
・
ガ
ス
取
引
監
視
等

委
員
会
の
料
金
制
度
専
門
会

合
（
座
長
＝
山
内
弘
隆
・
一

橋
大
学
大
学
院
特
任
教
授
）

は
１
日
、
ガ
ス
小
売
全
面
自

由
化
後
の
２
０
１
７
～
19
年

度
託
送
収
支
計
算
書
調
査
と

事
業
者
聴
取
の
結
果
、
全
国

２
２
０
社
の
ガ
ス
導
管
事
業

ガ
ス
導
管
数
社
の

値  

下  

げ  

要  

請 

経
産
相
に
回
答
へ

「
妥
当
と
は
言
え
な
い
」

取引監視委

者
の
う
ち
数
社
の
21
年
度
託

送
料
金
値
下
げ
の
届
け
出
内

容
が
「
妥
当
と
は
言
い
切
れ

な
い
」
と
判
断
し
「
合
理
的

な
値
下
げ
を
要
請
す
る
」
と

の
報
告
案
を
ま
と
め
た
。

　
委
員
会
は
専
門
会
合
か
ら

報
告
を
受
け
た
後
、
託
送
供

給
約
款
の
変
更
命
令
の
対
象

で
あ
る
こ
と
を
、
経
済
産
業

大
臣
及
び
経
済
産
業
局
長
へ

回
答
す
る
。

　
委
員
会
は
昨
年
11
月
11
日

付
で
経
産
大
臣
・
経
産
局
長

か
ら
託
送
収
支
状
況
の
事
後

評
価
に
つ
い
て
意
見
を
求
め

ら
れ
て
お
り
、
調
査
や
聴
取

を
行
っ
て
い
た
。
対
象
は
２

２
０
社
の
う
ち
託
送
供
給
約

款
策
定
済
み
の
１
４
７
社
。

こ
の
う
ち
１
～
12
月
会
計
年

度
を
採
用
し
、
21
年
１
月
１

日
を
実
施
日
と
し
て
届
け
出

の
あ
っ
た
12
社
の
託
送
料
金

値
下
げ
の
妥
当
性
を
確
認
し

た
。
そ
の
結
果
、
過
去
３
カ

年
の
需
要
・
費
用
の
想
定
と

実
績
に
基
づ
き
、
１
月
１
日

か
ら
８
社
が
最
大
25
％
超
か

ら
最
少
２
％
の
値
下
げ
を
行

う
と
し
た
の
に
対
し
、
４
社

の
値
下
げ
幅
が
い
ず
れ
も
１

％
に
満
た
な
か
っ
た
。

　
ガ
ス
導
管
事
業
は
17
年
４

月
か
ら
の
ガ
ス
小
売
全
面
自

由
化
の
実
施
に
当
た
り
、
中

立
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
門

と
し
て
引
き
続
き
地
域
独
占

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
点
か
ら
専
門
会
合
の

委
員
か
ら
は
「
需
要
想
定
を

過
少
に
見
積
も
っ
て
規
制

（
託
送
）
料
金
を
決
め
る
と

は
あ
り
得
な
い
。
制
度
の
欠

陥
と
い
え
る
ひ
ど
い
状
況

だ
。
収
支
計
算
が
ど
ん
ぶ
り

勘
定
に
な
っ
て
な
い
か
。
託

送
料
金
だ
け
で
な
く
小
売
料

金
も
同
じ
で
は
な
い
か
。
ガ

ス
業
界
全
体
の
不
信
を
高
め

る
」
と
の
厳
し
い
意
見
が
出

た
。

　
経
済
産
業
省
は
、
小
売
電

気
事
業
者
が
一
般
送
配
電
事

業
者
に
対
し
本
来
３
月
に
支

払
う
べ
き
１
月
分
の
イ
ン
バ

ラ
ン
ス
料
金
を
、
要
件
を
満

た
し
た
場
合
に
限
り
、
最
大

５
カ
月
間
に
均
等
に
分
割
し

て
支
払
う
こ
と
を
認
め
る
。

電
力
需
給
ひ
っ
迫
に
伴
う
ス

ポ
ッ
ト
市
場
価
格
の
高
騰
で

多
く
の
新
電
力
が
経
営
悪
化

し
た
こ
と
を
受
け
、
支
援
を

決
め
た
か
た
ち
。

　
要
件
は
①
需
要
家
保
護

（
「
電
気
料
金
の
支
払
い
が

困
難
な
需
要
家
に
猶
予
を
与

え
る
」
な
ど
）
②
事
業
健
全

性
（
「
今
年
１
月
を
含
ま
な

い
直
近
２
会
計
年
度
で
少
な

く
と
も
一
方
は
黒
字
」
な

ど
）
③
事
業
継
続
性
（
「
イ

ン
バ
ラ
ン
ス
料
金
を
分
割
で

支
払
う
間
、
ス
ポ
ッ
ト
市
場

以
外
で
電
力
を
調
達
す
る
」

イ
ン
バ
ラ
ン
ス
料
金
分
割
払
い

要
件
満
た
せ
ば
可

新電力

な
ど
）

―
の
３
項
目
。

　
１
月
29
日
に
発
表
し
た
。

小
売
電
気
事
業
者
か
ら
の
相

談
窓
口
を
設
置
し
、
分
割
支

払
い
の
申
請
は
２
月
15
日
か

ら
３
月
15
日
ま
で
の
期
間
で

受
け
付
け
る
。
申
請
者
は
経

産
省
と
協
議
し
な
が
ら
審
査

を
進
め
、
申
請
承
認
後
に
事

業
者
名
が
公
表
さ
れ
る
。

　
日
本
卸
電
力
取
引
所
（
Ｊ

Ｅ
Ｐ
Ｘ
）
に
も
小
売
事
業
者

へ
の
柔
軟
な
対
応
を
要
請
し

た
。
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
は
「
当
該
会

員
の
個
別
の
状
況
を
審
査
し

た
う
え
で
一
定
の
裕
度
を
持

っ
た
運
用
を
行
う
」
と
し
て

い
る
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
振
興
セ
ン
タ
ー

（
岩
井
清
祐
理
事
長
）
は
３

月
２
、
３
の
両
日
、
ウ
ェ
ブ

に
よ
る
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
国
際
セ

ミ
ナ
ー
２
０
２
１
」
を
開

く
。「
多
様
性
と
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
の
時
代
―
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
市

場
の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に
、

産
消
各
国
の
代
表
者
が
最
新

動
向
を
伝
え
る
。
上
流
が
中

心
の
国
際
セ
ミ
ナ
ー
に
対
し

今
年
は
、
東
南
ア
ジ
ア
で
の

中
・
下
流
で
の
活
動
を
紹
介

す
る
「
ア
ジ
ア
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
フ

ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
１
」
を
併

催
。
日
本
か
ら
は
サ
イ
サ
ン

と
Ｉ
・
Ｔ
・
Ｏ
の
海
外
事
業

担
当
者
が
講
演
す
る
。

　
供
給
サ
イ
ド
で
は
、
シ
ェ

ー
ル
ガ
ス
由
来
の
北
米
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
と
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
増
産
が

続
く
中
東
産
ガ
ス
国
か
ら
説

明
を
受
け
る
。

　
消
費
サ
イ
ド
で
も
、
消
費

国
の
多
様
化
が
進
ん
で
い

る
。
脱
炭
素
化
社
会
に
向
け

た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
産
業
の
取
り
組

み
状
況
や
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

時
代
を
迎
え
、
需
給
両
面
で

の
新
た
な
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
事
業

機
会
を
確
認
す
る
。

　
講
師
は
次
の
通
り
。
　
　

　【
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
国
際
セ
ミ
ナ

ー
】（
３
月
２
日
午
後
１
時

～
午
後
４
時
30
分
、
同
３
日

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11

時
）

　〔
２
日
〕
▽
開
会
あ
い
さ

Ｌ  

Ｐ  

ガ  

ス

国
際
セ
ミ
ナ
ー 

ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
併
催

ウ
ェ
ブ
で
３
月
２
～
３
日

つ
＝
岩
井
清
祐
・
振
興
セ
ン

タ
ー
理
事
長
▽
歓
迎
あ
い
さ

つ
＝
南
亮
・
経
済
産
業
省
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
資
源
・
燃

料
部
長
（
仮
）
▽
基
調
講
演

＝
ポ
ー
テ
ン
＆
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
社
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
シ

ャ
ン
タ
ヌ
・
ビ
ュ
シ
ャ
ン
・

ク
マ
ー
ル
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
＆
Ｎ
Ｇ

Ｌ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
▽
経
済

産
業
省
＝
橋
爪
優
文
・
エ
ネ

庁
資
源
・
燃
料
部
石
油
流
通

課
企
画
官
「
▽
日
本
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
協
会
＝
荒
木
誠
也
会
長
▽

エ
ナ
ジ
ー
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ

ー
社
（
米
国
）
＝
ケ
ネ
ス
・

ス
カ
イ
ア
ー
・
バ
イ
ス
プ
レ

ジ
デ
ン
ト
▽
世
界
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
（
フ
ラ
ン
ス
）
＝
ジ
ェ

ー
ム
ズ
・
ロ
ッ
ク
オ
ー
ル
Ｃ

Ｅ
Ｏ
▽
サ
ウ
ジ
・
ア
ラ
ム
コ

（
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
）
＝
講

演
者
未
定
〔
３
日
〕
▽
イ
ン

ド
オ
ー
ト
Ｌ
Ｐ
Ｇ
協
会
＝
ス

ヤ
シ
・
グ
プ
タ
・
ダ
イ
レ
ク

タ
ー
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
▽
広
東
油

気
商
会
（
中
国
）
＝
ベ
ン
ジ

ャ
ミ
ン
・
ヤ
オ
・
ダ
イ
レ
ク

タ
ー
▽
議
長
総
括
＝
岩
井
・

振
興
セ
ン
タ
ー
理
事
長

　【
ア
ジ
ア
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
フ
ォ

ー
ラ
ム
】（
３
月
３
日
午
後

12
時
30
分
～
２
時
40
分
）

　
▽
サ
イ
サ
ン
＝
新
堀
稔
幸

海
外
事
業
部
部
長
▽
イ
ス
ラ

Ｌ
Ｐ
Ｇ
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
＝

ル
ー
ベ
ン
・
マ
リ
オ
・
Ａ
・

ド
ミ
ン
ゴ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
▽
Ｉ
・
Ｔ

・
Ｏ
＝
内
海
由
輝
子
執
行
役

員
海
外
事
業
部
長
▽
総
括
・

閉
会
あ
い
さ
つ
＝
嘉
村
潤
・

振
興
セ
ン
タ
ー
専
務
理
事

　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
（
本
社
・
静
岡
市
、
小
栗
勝
男
社
長
）
は
、
７
号
保
安
業
務
の
緊
急
時
連
絡
を
実
施
し
て

い
る
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
保
安
受
付
セ
ン
タ
ー
で
、
昨
年
12
月
24
日
付
で
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
法
第
35
条
（
保
安
業
務
規

程
）
に
基
づ
く
経
済
産
業
大
臣
の
変
更
認
可
を
全
国
で
初
め
て
取
得
し
、
１
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
る
た
め
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
と
テ
レ
ワ
ー

ク
を
融
合
し
た
体
制
を
構
築
し
た
。

　
専
用
端
末
（
ノ
ー
ト
Ｐ

Ｃ
、
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
、
Ｌ
Ａ

Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
、
専
用
Ｐ
Ａ
Ｄ

な
ど
）
一
式
を
貸
し
出
し
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
と
ア
ク
ア
の
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
（
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
）
１
０
０

人
の
う
ち
、
当
面
10
人
の
テ

レ
ワ
ー
ク
体
制
で
、
４
月
ま

で
に
35
人
、
来
年
４
月
ま
で

に
は
半
数
の
50
人
体
制
確
立

を
目
指
す
。
徹
底
し
た
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
と
通
信
途
絶
を

幾
重
に
も
カ
バ
ー
す
る
冗
長

性
を
確
立
し
た
。

　
２
日
に
静
岡
市
の
グ
ラ
ン

デ
ィ
エ
ー
ル
ブ
ケ
ト
ー
カ
イ

で
開
い
た
記
者
会
見
で
は
、

丸
山
一
洋
・
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
専

務
、
高
田
和
雄
・
同
事
業
戦

略
室
長
が
出
席
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
の
継
続
供
給
事
業
と
し
て

全
国
で
も
先
例
が
な
い
体
制

の
構
築
を
解
説
し
た
。

　
仕
組
み
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ

内
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
シ
ス

テ
ム
と
、
専
用
回
線
で
フ
ル

マ
ネ
ー
ジ
ド
型
仮
想
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
通
し
、

テ
レ
ワ
ー
ク
者
に
厳
格
な
貸

出
管
理
の
う
え
貸
し
出
し
た

Ｉ
ｏ
Ｔ
専
用
端
末
と
接
続
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
担

保
し
な
が
ら
顧
客
か
ら
の
緊

急
時
連
絡
の
受
電
、
Ｓ
Ｖ

（
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）
の

場
合
は
各
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
管

理
を
自
宅
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク

で
可
能
に
し
た
も
の
。
受
電

の
割
り
振
り
は
自
社
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
内
の
交
換
機
を
通

し
て
、
会
社
勤
務
・
自
宅
勤

務
に
コ
ー
ル
を
自
動
的
に
割

り
振
る
。
顧
客
と
の
電
話
で

や
り
取
り
は
、
電
子
Ｐ
ａ
ｄ

で
メ
モ
し
、
端
末
か
ら
詳
細

を
入
力
す
る
こ
と
で
、
情
報

を
端
末
側
に
残
さ
な
い
こ
と

で
個
人
情
報
保
護
を
実
現
。

端
末
な
ど
貸
出
ユ
ニ
ッ
ト
も

厳
格
な
管
理
を
敷
く
。
事
務

保安受付とテレワーク融合
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ 保安業務規程 変更認可を全国で初取得
テレワークによるＬＰガス緊急通報への
対応を確立した

所
で
行
う
の
と
全
く
遜
色
な

い
業
務
が
自
宅
で
可
能
に
な

り
、
実
務
に
つ
い
て
は
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
勤
務
・
テ
レ
ワ

ー
ク
勤
務
の
全
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
タ
ー
と
を
オ
ン
ラ
イ
ン
接

続
し
、
管
理
者
で
あ
る
Ｓ
Ｖ

が
映
像
で
業
務
状
況
の
監

視
、
チ
ャ
ッ
ト
画
面
で
指
示

や
質
問
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

答
え
る
こ
と
も
可
能
。

　
同
社
の
受
電
体
制
は
、
日

勤
（
午
前
９
時
～
午
後
７

時
）
と
夜
勤
（
午
後
７
時
～

翌
日
午
前
９
時
ま
で
）・
休

祝
日
対
応
の
２
本
立
て
体
制

で
、
後
者
は
各
拠
点
（
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
充
填
所
や
各
支
店
・
営

業
所
な
ど
）
と
の
連
動
の
た

め
、
テ
レ
ワ
ー
ク
は
日
勤
に

対
応
す
る
。
イ
ニ
シ
ア
ル
で

貸
し
出
し
セ
ッ
ト
一
式
な
ど

に
50
万
円
、
通
信
料
な
ど
ラ

ン
ニ
ン
グ
で
月
額
１
万
円
程

度
の
コ
ス
ト
を
投
じ
る
。

　
丸
山
専
務
は
「
東
日
本
大

震
災
で
の
教
訓
か
ら
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策

で
今
回
の
も
と
と
な
る
着
想

は
あ
っ
た
が
、
従
来
の
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
法
上
は
緊
急
時
連
絡
先

が
固
定
電
話
し
か
認
め
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
実
現

が
難
し
か
っ
た
。
今
回
は
昨

年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
も
あ

り
、
働
き
方
自
体
を
見
直
す

潮
流
が
後
押
し
し
て
く
れ
た

が
、
そ
れ
で
も
徹
底
し
た
冗

長
対
策
で
経
済
産
業
省
と
し

っ
か
り
と
し
た
や
り
取
り
を

行
い
、
認
可
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
既
に
当
社
の

保
安
業
務
規
程
は
今
回
の
認

可
を
元
に
刷
新
し
、
運
用
を

始
め
た
が
、
今
後
は
テ
レ
ワ

ー
ク
体
制
の
拡
充
と
グ
ル
ー

プ
の
就
業
規
定
の
細
や
か
な

対
応
を
通
じ
、
万
全
な
テ
レ

ワ
ー
ク
体
制
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
く
。
仮
に
、
将
来

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
従
前
の
体
制

に
戻
っ
た
と
し
て
も
、
あ
ら

ゆ
る
緊
急
事
態
を
想
定
し
、

い
ざ
と
い
う
時
に
業
務
を
途

絶
え
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
事

業
を
継
続
で
き
る
体
制
を
確

立
す
る
こ
と
が
大
き
な
狙
い

だ
」
と
話
し
た
。


